
次年度の実施体制及び運営方法（案）について

１．環境技術実証事業の実施体制及び主な役割・機能（案）について
次年度は、テーマ自由枠が設置されることや、ISO規格化対応の終了等により、各機関や委員会の主な役割・機能が変更・追加となることから、
今年度までの実施体制との変更点を以下に示す。

環境省

実証運営機関

環境技術実証事業
運営委員会

実証技術分野見直し及び
テーマ自由枠運営小委員会

国際小委員会

主な機能
・実証機関の選定
・事業実施結果に関する評価
・実証試験要領の策定又は改定
・実証事業実施要領の改定案の作成
・事業の普及を図るための企画・提案及び広報・普及啓発活動
・新規実証技術分野の設定及び既存実証技術分野の見直しに関する検討
・テーマ自由枠の応募事業の審査及び新たな特定技術実証の設定
・事業の円滑な推進のために必要な調査 等

主な機能
・実証運営機関の担う機能に関する専門的な知見の提供 等

主な機能
・新規実証技術分野の設定
・既存実証技術分野の見直しに関する検討
・テーマ自由枠の応募事業の審査及び新たな特定技術実証の設定
・新たな特定技術実証等の実証機関の選定 等

主な機能
・国際標準化に関する事項の検討
・諸外国との事業連携に関する事項の検討 等

テーマ自由枠の設置に伴う運営（技術の審査、実証機
関の選定など）は、都度の委員会開催が求められること
から、小委員会の機能に位置づける。
それに伴い、小委員会名を改称する。

テーマ自由枠の設置に伴う運営に関する役割（技術
の審査、実証機関の選定など）を追加する。

テーマ自由枠の設置に伴う運営に関する役割
（技術の審査、実証機関の選定など）を追加する。

ISO規格化対応が不要となり、
ISO14034対応等を追加する。
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２．運営方法（案）について
テーマ自由枠の応募・実証機関の選定等を考慮した次年度の運営方法（案）を以下に示す。
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実証試験の実施

※短期間で実施可能な場合

第１回

第１回 第２回 第３回 第４回

第２回 第３回

第１回 第２回 第３回

テーマ自由枠に関する対応として、こ
れまで３回から５回に変更する。

※第５回は、状況に応じて委員説明に
て対応

主な議題（案）
・実施計画書の確認
・実証試験要領の確認
・テーマ自由枠の技術の確認 等

主な議題（案）
・テーマ自由枠の実証機関
・テーマ自由枠の進捗
・次年度の方針（案） 等

主な議題（案）
・実証試験結果報告書の検証
・次年度の方針
・実証機関の審査 等

主な議題（案）
・実施方針の確認
・テーマ自由枠の技術の選定
・実証機関の公募等の確認 等

主な議題（案）
・テーマ自由枠の実証機関の選定 等

主な議題（案）
・各分野の進捗の確認
・テーマ自由枠の進捗の
確認 等

主な議題（案）
・実施方針の確認 等

主な議題（案）
・ISO14034対応の検討 等

主な議題（案）
・ISO14034対応の検討 等
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実証試験の実施

※長期間の実証が必要な場合

※長期間の実証が必要な場合

第５回

主な議題（案）
・テーマ自由枠の
実証機関（継続のみ）
の選定 等

主な議題（案）
・次年度の分野見直し、
新規分野の検討
・テーマ自由枠の進捗の
確認
・実証機関の公募等の
確認 等


